
別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

2,400,000

交付金充当額

板取小学校屋内運動場
修繕工事

10,867,500 9,084,000

交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金

事業者名

交付金事業に
要した経費

備　　考

1

番号 措置名

公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

関　市

2
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

洞戸学校給食センター
ボイラ更新等修繕工事

関　市 3,507,000



Ⅱ．事業評価個表

10,867,500

交付金事業名

当該屋内運動場は、昭和５９年に建設されてから２７年が経過している。平成１７年ごろから屋根の防水シートが浮き上が
りがめだちはじめた。雨水がコンクリートへしみ込みはじめ、内装のクロスがところどころ剥がれ始めた。そのため、大屋
根ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ防水工事、陸屋根防水工事、外壁塗装工事を実施する。大屋根ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ防水工事A=405㎡　陸屋根防水工A=146㎡
外壁塗装工A=348㎡

交付金充当額

　うち文部科学省分

板取小学校屋内運動場修繕工事

番号 措置名

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 関市

交付金事業実施場所

交付金事業の概要

活用なし

9,084,000

今回の屋根等の防水工事、外壁塗装工事を実施したことにより、児童生徒にとって一日の大半を過ごす学習・生活の場とな
る学校施設である体育館が授業をはじめ、学校行事が安全で安心して行うことができる施設として環境が整った。また、地
域の住民にとっても災害発生時の避難所となる防災拠点としても、安全性を確保することができた。

来年度以降交付金の充当なし

交付金事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

10,867,500

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

予定なし

関市板取地内

　うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

総事業費

契約の相手方契約の目的

9,084,000

契約金額

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

屋根防水工、外壁塗装工 指名競争入札 ㈲久建工業

交付金事業の成果及び
評価

契約の方法



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業名

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

洞戸学校給食センターボイラ更新等修繕工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 関市

交付金事業実施場所 関市洞戸地内

交付金事業の概要

現在使用しているボイラは製造年から１８年が経過しており、国の基準償却期間の15年を超えている。ボイラの外観より本
体のチューブ内にスケールが堆積して熱伝導が悪く蒸気圧力が上昇すると本体チューブが膨張してパンクする恐れがる。何
時パンクして使用不能になるかわからない状態のため、ボイラ1台、オイルタンク1基、軟水装置１台の取替、手洗器２組設
置、配管工事、排水溝改修を行う。

総事業費 3,507,000 交付金充当額 2,400,000

　うち文部科学省分

　うち経済産業省分 2,400,000

交付金事業の成果及び
評価

今回のボイラ等の取替をしたことにより、児童生徒が毎日食べる給食を安全に安心して提供することができるようになっ
た。また、手洗器を設置することで作業ごとに確実な手洗が可能となり、より衛生的に作業ができるようになった。

交付金事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ﾎﾞｲﾗ1台等取替、配管工、排水溝改修 指名競争入札 セイショウ㈱ 3,507,000

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

活用なし

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方

来年度以降交付金の充当なし

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 予定なし


